
計画見直しの方向性及び概要

兵庫県は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

資料２



Ⅰ 見直しの方向性

計画見直しの背景 次期計画の見直し内容

２ 現行計画の課題

１ 改正児童福祉法(R4.6成立)の内容を反映

３ 社会的養育専門委員会報告書(R4.2)を踏まえた見直し

多くの項目について整備目標が不明確

評価指標の設定が不十分 等

推進計画について、資源の計画的な整備方針のため
の計画とする。里親数、施設数に加え、児童家庭支
援センター等の各種機関、権利擁護等の体制などに
ついても整備計画の作成を行う
適切な指標を設けて都道府県に対して実態把握・分
析を促していく

困難を抱える妊産婦等への支援の質の向上

児童の意見聴取等の仕組みの整備

一時保護開始時の判断に関する司法審査の導入

子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化等

一時保護所及び児童相談所による児童への処遇や支援

社会的養育経験者等に対する自立支援の強化 等 ２ 各資源について整備・評価指標の設定

・里親委託率
・里親数・施設数
・児童家庭支援ｾﾝﾀｰ
・里親支援機関

・自立支援の役割を
担う機関

・権利擁護等の体制
等

国は以下項目等を想定

３ PDCAサイクルの効果的な運用

計画記載事項の明確化

計画の進捗を毎年度自己点検・評価

１ 改正児童福祉法の内容を踏まえた見直し

項目追加（策定要領 10項目→12項目）

・支援を必要とする妊婦等の支援に向けた取組
・障害児入所施設における支援

里親委託率については、全都道府県において
乳幼児75％以上、学童期以降50%以上の数値
目標設定を行う

内容追加
・こどもの権利擁護に関する取組の拡充
･里親支援ｾﾝﾀｰによる一貫した里親支援 等
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Ⅱ 項目の見直し

現計画

１ 兵庫県における社会的養育の体制整備の

基本的考え方及び全体像

２ 当事者であるこどもの権利擁護の取組

（意見聴取・意見表明等支援等）

３ 市町のこども家庭支援体制の構築等に向けた

兵庫県の取組

４ 各年度における代替養育を必要とする

こども数の見込み

５ 一時保護改革に向けた取組

６ 代替養育を必要とするこどものﾊﾟｰﾏﾈﾝｼｰ保障

に向けた取組

７ 里親・ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑへの委託の推進に向けた取組

８ 施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び

多機能化・機能転換に向けた取組

９ 社会的養護自立支援の推進に向けた取組

10 児童相談所の強化等に向けた取組

令和４年改正児童福祉法の内容等を踏まえ体系を見直すとともに、現行の10項目を12項目とする

２

１ 兵庫県における社会的養育の体制整備の

基本的考え方及び全体像

２ 当事者であるこどもの権利擁護の取組

（意見聴取・意見表明等支援等）

３ 市町のこども家庭支援体制の構築等に向けた

兵庫県の取組

４ 支援を必要とする妊産婦等の支援に向けた取組

５ 各年度における代替養育を必要とする

こども数の見込み

６ 一時保護改革に向けた取組

７ 代替養育を必要とするこどものﾊﾟｰﾏﾈﾝｼｰ保障

に向けた取組

８ 里親・ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑへの委託の推進に向けた取組

９ 施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び

多機能化・機能転換に向けた取組

10 社会的養護自立支援の推進に向けた取組

11     児童相談所の強化等に向けた取組
12     障害児入所施設における支援

新計画



Ⅲ 計画見直しの概要

1 計画期間
令和２年度～令和１１年度までの１０か年
前期：令和２年度～令和６年度
後期：令和７年度～令和１１年度 → 今回見直し

２ 計画記載事項（必要的記載事項）
各項目ごとに以下を記載
・取組内容：現行計画の達成見込、要因分析
・評価指標及び数値目標：資源の必要量等、現在の整備・取組み状況等、整備すべき見込み量等
・取組の方向性

３ 有識者会議の設置
８月19日 第１回検討委員会

・計画見直しの方向性、概要
・代替養育を必要とするこどもの見込み数等、基礎データ整理
・各項目の現状、課題、評価指標等

11月 第２回検討委員会
・計画案の概要及び本文

12月 第３回検討委員会
・第２回検討委員会意見への対応、パブリックコメント案

１月 パブリックコメントの実施
２月 社会福祉審議会 児童福祉専門分科会へ報告
３月 最終案作成、社会福祉審議会総会へ報告 →公表
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